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1 弓削•北野校区の文化財 I 
きたのてんまんぐう

北野町のシンホルはいわすと知れた北野天満宮。北野天満宮が建てられた

のは1054年。 ただし弓削•北野校区の歴史はさらに遡ることができます。

人が住みはじめたのは、弥生時代、約2000年前であることがわかっていま
きたおおてきいせき かなつほいせさ

す。北大手木遺跡や彼坪遺跡で多くの士器が出土し、当時の生活の様子がわ
とリすいせき じゅうろうまるはせこいせき かめかんほ

かります。鳥祟遺跡や十郎丸長谷古遺跡では甕棺墓がみつかり、人々の生活
いまやまむこうさいのきいせさ

の範囲が広がっていく様子もわかります。令山向オノ木選跡からは関西地方

の土器がみつかり、昔の人とはいえ、遠くの人と交流をもっていました。
おおしまいせき

この校区に古墳はなく、古填時代は関係ないようにみえますが、大島遺跡
しゅうらくあと

という集落跡がみつかっています。古墳がつくられた時代だから古墳時代と

呼ばれていますが人が生きているからこその古墳。古墳がないことと、古墳

時代が関係ないこととは全く別の問題です。この校区にもりっぱな集落が

あります。
くましろばし

1 1世紀になると、神代橋あたりを通るルートに変更されます。神代橋あた
しもみや ほんぐう

りで筑後川を渡り、北野天満宮の下宮から本宮前を通過するルートが設定さ

れます。九州の交通の要所が、宮ノ陣から北野町に移されたのです。ちょうと、

北野天満宮が建てられたころです。九州の大動脈が北野天満宮の前を通るこ

とで、北野天満宮周辺が大きく発展していくこととなります。

こうして北野天満宮は北野町のシンホルとして成長し、北野町の原形はこ
ふくおかけんしていぷんかざい

のころにつくられたのです。また、シンホルゆえに多くの福岡県指定文化財

があり、さらに多くに宝物が眠っています。
なまず

江戸時代になると様々な理由で筑後川に手が加えられはじめます。通称「鯰
くほ

久保」といわれる地域に、治水のため放水路が掘られます。また、久留米藩の
とこじませき

財政難を乗り越えるため、農作物の増産を目的として、床島堰をつくられます。

合の筑後川は元の形ではなく、人々の生活のため形を変えた姿をみせてい

ます。
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1 北野天満宮の指定文化財 I 

｀このくにきたのてんじんえんぎ l
阻筑後国北野天神縁起 j

天神信仰の象徴、それが北野天神縁

｀ゞ` 起です。この神社に伝わる縁起は江戸

時代の終わり頃の作品と考えられ、そ

の後何度か修理されたり書き加えら

,.ミ れたりしています。緑起によると、北

野天満宮が天喜2年(1054年）に建て

られたことがわかります。

五五鶏蕊岩蘊篇伍］
ひぜんとりい

このような馬居は、「肥前鳥居」と呼
けいちょうねんかん

ばれ、慶長年問 ( 1596~1614年） につ
けいち-うとリし

くられたものが多いので、「慶長鳥居」
かさき

とも呼ばれます。笠木の長さ5.35m、

高さ4.01m、地表での両柱問の問隔は
きようかいがん

2.5mを測り、凝灰岩を削りつくられ

ています。銘文から慶長12(1607)年

の年号を読み取ることができるので、

江戸時代のはじめにつくられたこと

｀ がわかります。最初は下宮へ下る参道


